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町の予算特 集町の予算特 集

総　務　関　係
新規・　
継続の別

事業名 内　容

継 地域担当職員活用事業
行政情報の伝達や地域の意向の把握など、毎月職員が事務連絡員宅に
うかがいます。

継 自治会活動推進交付金事業 活発な自治会活動を支援します。

継 デマンドタクシー運行事業 デマンド交通の運行を継続します。

継 第6次市貝町振興計画策定事業 平成28年度～37年度にわたる振興計画の策定をします。

新 一般旅券印紙等発給事業 一般旅券印紙等の発給業務を行うことにより、利便性の向上を図ります。

民　生　関　係
継 臨時福祉給付金事業 町民税非課税者に給付金を交付します。

継 心身障害者福祉対策事業 障害者自立支援給付費などです。

継 老人福祉事業 長寿者祝金や地域で敬老会を実施した場合の助成を行います。

継（拡） 放課後児童対策事業 小学１年生から６年生までを対象として土曜日も開設します。

継 児童手当給付事業
３歳未満１５，０００円、３歳以上中学校修了前まで１０，０００円、特例給付
５，０００円を交付します。

継 子育て世帯臨時特例給付金事業 児童手当の受給者で所得制限に満たない方に交付します。

継 こども医療費助成事業 中学３年生まで助成を継続します。

新 生活困窮者支援事業 地域における生活困窮者支援等のための共助の基礎づくりを行います。

新 施設型給付事業 認定こども園等への給付を行います。

衛　生　関　係
継 健康診査事業（がん検診等） 集団診査の個人負担分の助成を行います。

継 予防接種事業 個別予防接種の助成を行います。

継 生ごみ堆肥化事業 小中学校・保育所などから排出される生ごみを堆肥化します。

継
住宅用太陽光発電システム設置費補助
事業

1kwあたり30,000円（１２万円を上限）を補助します。

継 資源ごみ回収奨励事業 1 ㎏あたり 7 円を補助します。

継 市貝温泉健康保養センター 市貝温泉健康保養センターの運営管理を行います。

新 乳児１ヶ月健診費助成事業 乳児１ヶ月健診費の助成を行います。

農　林　関　係

継 多目的機能支払交付金事業
町内の 12 地区の活動組織へ、農地環境を守る活動の他、農道・水路
などの整備に対し補助します。

継 青年就農給付金交付事業
４５歳未満の方が新規に就農する場合一定要件を満たせば年間１５０万
円を最長５年間交付します。

継 機構集積協力交付金事業
地域の中心となる経営体に対しすべての農地を貸し付けた場合に、面
積に応じて交付します。

新 地域おこし協力事業 道の駅農産物直売所活性化を図ると共に定住促進に繋げます。

新 里地里山生態系保全事業
サシバが舞う豊かな里地里山環境の保全及び谷津田復元の支援事業
を行います。

新 農業基盤整備促進事業 赤羽西部地区農道を整備します。

平成27年度　主 要 事 業　一般会計予算 平成27年度　当 初 予 算
新年度の一般会計は、４４億６，０００万円

～町の１年間のお金の使い道が決まりました～

　３月４日から開かれた町議会定例会で、平成27年度の一般会計および特別会計予算が審議され、

同20日に可決されました。

歳　入

町税
43.4%

国・県支出金
16.2%

繰入金ほか
19.1%

地方債
6.7%

地方交付税
14.6%

歳　出

人件費
22.4%

扶助費
9.9%

公債費
9.0%

補助費等
13.3%

物件費・
繰出金ほか
36.7%

普通建設
事業費
 8.7%

性　質　別 平成 27 年度

人 件 費 9 億 9,940 万円

扶 助 費 4 億 4,288 万円

補 助 費 等 5 億 9,578 万円

公 債 費 4 億 146 万円

普 通 建 設 事 業 費 3 億 8,991 万円

物件費・繰出金ほか 16 億 3,057 万円

合 計 44 億 6,000 万円

予算項目 平成 27 年度

町 税 19 億 3,317 万円

地 方 交 付 税 6 億 5,000 万円

国・ 県 支 出 金 7 億 2,073 万円

地 方 債 3 億円

繰 入 金 ほ か 8 億 5,610 万円

合 計 44 億 6,000 万円

歳　　　入
　 町税は、法人税率の引き下げなどの影響
を考え、若干の収入減を見込みました。町の
借金である地方債については、無理な借り入
れを行わない健全な財政運営を心がけます。

歳　　　出
　 こどもの一時預かりを行うほか、小中学
生スクールバス運行事業や防犯灯整備、さら
に福祉の総合相談窓口設置等きめ細かく予
算を計上いたしました。
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町の予算特 集

平成27年度

特 別 会 計

予　算
あらまし

　町の特別会計は６会計あります。特別会計とは国民健康保険や下水道など、特定の事業
を行う場合に保険料や下水道使用料などの収入をもとに事業支出に充てるため、一般会計
と区別している会計のことです。（  ）内は昨年度と比較した率です。 

特別会計 （合計） 26 億 7,750 万円  （　5.9%） 

国民健康保険 13 億 9,270 万円  （　8.6%） 

後期高齢者医療 9,110 万円  （▲ 0.5%） 

介護保険 （保険事業勘定） 9 億 1,500 万円  （　5.0%） 

 （介護サービス事業勘定） 210 万円  （▲ 8.7%） 

農業集落排水事業 8,160 万円  （▲ 0.2%） 

公共下水道事業 1 億 9,000 万円  （▲ 1.7%） 

奨学金貸与費 500 万円  （▲ 5.7%） 

特
別
会
計
の
状
況

市　貝　町
議会議員

　町選挙管理委員会では、有権者の皆様に、町議会議員選挙の候補者の政見等を
掲載した選挙公報を次のとおり発行します。
■選挙公報とは
　選挙に際して立候補した候補者の氏名、経歴、政見等を掲載した文書のことです。
　候補者の作成した掲載文を原文のまま選挙公報に掲載し、町選挙管理委員会が
発行します。
　選挙公報は、投票日の前日（４月25日）までに次の方法により配付します。
○新聞購読世帯の方
　新聞折り込みにより配布します。
○新聞未購読の方

ア　郵送により広報いちかいの配付を受けている方は、郵便で選挙公報を送付
します。

イ　ア以外の方は、電話で町選挙管理委員会に申し込んでいただければ、選挙
公報を郵送します。

ウ　４月２４日（金）以降、役場ロビーに選挙公報を据え置き、配布します。
■選挙公報の発行を中止する場合
　町議会議員選挙において、候補者の総数が町議会議員の定数（１２人）を超えない
ときは、投票は行われず、選挙公報の発行を中止します。

■問い合わせ　市貝町選挙管理委員会　☎（６８）１１１１

町
議
会
議
員
選
挙
の
お
知
ら
せ

問
選
挙
管
理
委
員
会　

☎ 

（
６
８
） 

１
１
１
１

　

任
期
満
了
に
伴
う
「
市
貝
町
議
会
議

員
選
挙
」
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。 

　
■
告
示
日

　
　

４
月
21
日 

（
火
） 

　
■
選
挙
日 

（
投
票
日
） 

　
　

４
月
26
日 

（
日
） 

　
■
立
候
補
の
受
付

　
　

４
月
21
日 

（
火
） 

　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　

午
後
５
時
ま
で

　

立
候
補
予
定
者
の
説
明
会
、 

立
候

補
届
出
書
の
事
前
審
査
を
次
の
と
お
り

行
い
ま
す
。 

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

・
日
時

　

３
月
26
日 

（
木
） 

　

午
前
10
時
～

・
場
所

　

役
場
２
階　

大
会
議
室

■
立
候
補
届
出
書
の
事
前
審
査

・
日
時

　

４
月
14
日 

（
火
） 

　

午
前
10
時
～
正
午

・
場
所

　

役
場
２
階　

大
会
議
室

■
そ
の
他

　

立
候
補
届
等
の
用
紙
類
は
、
立
候
補

予
定
者
説
明
会
の
折
に
配
布
し
ま
す
。

ま
た
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
も
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
町
選
挙
管

理
委
員
会 

☎
（
６
８
） 

１
１
１
１
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選 挙
広 報

商工観光関係
継 サシバの里いちかい夏まつり開催補助事業 夏まつり開催へ補助します。

継（拡） 芝ざくら祭り開催事業 チラシ・ポスター等を作成します。

継（拡） 道の駅施設管理運営事業 道の駅施設の管理・運営等を行います。

土　木　関　係
新 道路改良事業 町道田野辺羽仏線の改良工事を行います。

新 道路改良事業 町道赤羽工業団地・町裏線の改良工事を行います。

新 新設都市公園整備事業 赤羽地区内公園の整備を行います。

消　防　関　係
新 住宅用火災警報器設置事業 老人世帯を対象に火災警報器の設置をします。

新 防犯対策事業 防犯灯の設置を行います。

新 移動系防災行政無線整備事業 芳賀広域管内の全市町で一斉に更新します。

新 消防自動車更新事業 消防ポンプ自動車（１―３赤羽）を購入します。

教　育　関　係
継（拡） スクールバス運行業務委託事業 各小学校でスクールバスを運行します。

継 入野家住宅主屋屋根改修事業 主屋屋根改修を行います。

新 小学校施設改善事業 各小学校の空調整備の設計を行います。

新 勤労者体育センター整備事業 ダックアウトの補修を行います。
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で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
苗
植
え
の
指
導

や
植
え
た
後
の
花
の
世
話
ま
で
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

6

　

本
校
は
、
本
年
度
、
栃
木
県
教
育
委

員
会
か
ら
「
地
域
連
携
重
点
推
進
モ
デ

ル
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
研
究
主
題

を
「『
活
用
す
る
力
』
を
高
め
る
た
め

の
教
育
活
動
の
工
夫
～
自
ら
考
え
、
判

断
し
、行
動
す
る
た
め
の
『
地
域
資
源
』

の
生
か
し
方
」
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
実
際
に
活
動
す

る
際
に
、
学
校
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
円

滑
に
連
携
、
協
力
で
き
る
よ
う
連
絡
調

整
を
行
っ
て
く
れ
る
方
の
こ
と
で
す
。

　

今
年
度
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

理
解
の
あ
る
団
体
（
市
貝
町
老
人
ク
ラ

ブ
、
家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

市
貝
支
部
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
）
の

「
む
か
し
か
ら
の
あ
そ
び
を
し
よ
う
」

　

児
童
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
、
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
、
オ
ピ

ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
方
に
学
校
に
来
て

「
福
祉
に
つ
い
て
考
え
よ
う
」

  

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得

て
、「
ア
イ
マ
ス
ク
」
体
験
や
車
い
す

体
験
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
方
と
の
交

流
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。「
障
害
の
あ

る
人
と
一
緒
に
暮
ら
す
社
会
で
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
よ
う
」
と
い
う

話
合
い
で
は
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

へ
の
理
解
と
支
援
に
つ
い
て
、
考
え
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

学
校
と
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

方
々
と
の
「
情
報
交
流
会
」
を
年
三
回

開
き
、
ど
ん
な
支
援
が
必
要
か
を
話
し

合
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

興
味
が
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
学
校
や
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

空
き
教
室
を
利
用
し
、
学
校
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
の
打
合
せ
や
活

動
場
所
と
な
る
「
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
」

を
設
け
ま
し
た
。

　

本
校
に
は
、「
ど
ん
ぐ
り
く
ら
ぶ
」

と
い
う
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
が
あ

り
、
朝
の
読
み
聞
か
せ
や
図
書
の
受
け

　
「
家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー

市
貝
支
部
」
の
方
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
を
集
め
、
子
ど
も
た
ち
に
夏
休
み

の
宿
題
や
一
学
期
の
勉
強
で
わ
か
ら
な

い
と
こ
ろ
な
ど
を
教
え
て
く
れ
る
学
習

会
（
希
望
者
）
を
、
本
校
図
書
室
で
行

い
ま
し
た
。
２
回
行
わ
れ
、
各
回
６
名

ず
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
20
名
以
上
の

　

今
年
度
は
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
方
や
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
助
け
ら
れ
、
数
多
く
の
活
動

が
で
き
ま
し
た
。
幸
い
、
来
年
度
も
継

続
し
て
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
引

き
受
け
て
く
だ
さ
る
と
い
う
こ
と
な
の

で
、
地
域
の
力
を
借
り
な
が
ら
、
地
域

ぐ
る
み
で
「
い
ち
か
い
」
の
子
ど
も
た

ち
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

環
境
面
で
は
、
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ

の
方
々
が
熱
心
に
活
動
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業
時
や
、
除
草

や
樹
木
の
枝
下
ろ
し
作
業
な
ど
を
自
主

的
に
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
校
庭
が

広
い
の
で
、
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。

学
校
南
側
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
づ
く
り

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
選
出

一
年
、
二
年
　
生
活
科

四
年
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間

情
報
交
流
会

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
の
設
置

市
貝
小
学
校

読
書
集
会
、
朝
の
読
み
聞
か
せ

夏
休
み
学
習
会

環
境
整
備

「
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」
の
花
植
え

地
域
の
力
を
生
か
す
教
育
活
動

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る

学
校
へ
の
支
援

こ
ん
な
活
動
を
　
　

　
　
　
　
し
ま
し
た

さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
を

 情報交流会の様子

 車いす体験

フラワーロードの花植

 夏休み学習会の様子

 読み聞かせ

 ふれあいルームの活動

 竹とんぼつくり

い
た
だ
き
、「
昔
か
ら
の
遊
び
」
を
直

接
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
二
十
名
以

上
の
地
域
の
方
が
協
力
し
て
く
れ
た
お

陰
で
、子
ど
も
た
ち
は「
竹
と
ん
ぼ
」「
お

手
玉
」「
コ
マ
回
し
」
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
地

域
の
方
の
優
し
さ
や
心
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
活
動
で
し
た
。

参
加
し
て
く
れ
た
方
か
ら
は
、「
子
ど

も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
、
元
気
を
も
ら
っ

た
。」
な
ど
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

特集：こども未来課 特集：こども未来課

リ
ー
ダ
ー
の
方
が
、
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

入
れ
や
整
理
、
本
の
修
復
な
ど
の
活
動

を
精
力
的
に
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
「
読
書
集
会
」
で
は
、
全
校
生
対
象

の
読
み
聞
か
せ
や
手
話
劇
な
ど
を
行

い
、
児
童
の
読
書
活
動
の
推
進
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
習
字
や
作
文
等
の
宿
題
や

算
数
の
ド
リ
ル
を
持
っ
て
く
る
な
ど

様
々
で
し
た
が
、
家
で
は
で
き
な
か
っ

た
宿
題
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た

り
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
算
数
の
問
題
を

み
て
も
ら
っ
た
り
す
る
な
ど
有
意
義
な

学
習
会
に
な
り
ま
し
た
。

7
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も
継
続
、
工
夫
改
善
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
の
生
徒
の
意
識
の
高
ま
り
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
・
26
年
度
の
2
か
年
間
に
わ

た
り
、
栃
木
県
教
育
委
員
会
か
ら
「
い

じ
め
防
止
推
進
事
業
」の
指
定
を
受
け
、

市
貝
中
学
校
と
中
学
校
区
内
３
小
学
校

（
市
貝
小
学
校
、
赤
羽
小
学
校
、
小
貝

小
学
校
）
の
4
校
が
連
携
協
力
を
し
な

が
ら
い
じ
め
防
止
の
た
め
の
研
究
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
研
究
に
お
い
て
は
、研
究
テ
ー
マ
を

「
い
じ
め
の
な
い
笑
顔
あ
ふ
れ
る
児
童

生
徒
の
育
成
を
め
ざ
し
て
」
と
設
定
し
、

実
践
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

2
年
間
の
実
践
を
児
童
生
徒
の
活
動

を
中
心
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

町
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
全
員

が
、
ポ
ス
タ
ー
、
作
文
、
標
語
の
作
成

　

中
学
校
で
は
「
い
じ
め
防
止
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
生
徒
会
を
中
心
と
し
て

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
五
月
の
生
徒
会
総

会
で
実
施
案
を
提
示
し
た
後
、
十
一
あ

る
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か

し
た
「
い
じ
め
防
止
」
の
活
動
を
展
開

し
ま
し
た
。
委
員
会
で
実
践
す
る
こ
と

に
よ
り
、「
い
じ
め
防
止
」
の
活
動
に

全
生
徒
が
関
わ
り
ま
し
た
。

　

活
動
は
順
次
、
各
委
員
会
の
委
員
長

を
集
め
た
、「
い
じ
め
防
止
サ
ミ
ッ
ト
」

で
見
直
し
が
行
わ
れ
、
よ
り
充
実
し
た

活
動
へ
と
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。
し

か
し
、「
い
じ
め
防
止
」
に
は
、「
今
ま

で
の
活
動
で
は
十
分
で
は
な
い
。
効
果

が
薄
い
。」
と
の
意
見
が
全
生
徒
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
ら
れ
、
来
年
度

◇
い
じ
め
防
止
・
ポ
ス
タ
ー
・

　
作
文
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

◇
い
じ
め
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　（
市
貝
中
学
校
）

◇
縦
割
り
班
に
よ
る
活
動

　（
各
小
学
校
）

◇
市
貝
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
大
会
並
び

　

に
、
市
貝
町
学
校
・
地
域
連
携

　

い
じ
め
防
止
推
進
大
会

◇
あ
い
さ
つ
運
動

市
貝
町
学
校
・
地
域
連
携

い
じ
め
防
止
推
進
事
業
報
告

○
平
成
25
年
度

○
平
成
26
年
度

特集：こども未来課 特集：こども未来課

を
通
し
て
、「
い
じ
め
防
止
」
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。優
秀
作
品
を
中
心
に
、

作
品
９
点
を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー
を
作

成
し
、
町
内
公
共
機
関
等
に
掲
示
、
標

語
は
横
断
幕
と
し
て
各
小
中
学
校
に
掲

示
し
ま
し
た
。

　

掲
示
に
よ
り
、「
い
じ
め
」
に
関
す

る
意
識
の
高
揚
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

町
内
小
中
学
校
で
は
、「
あ
い
さ
つ

は
、
大
き
な
声
で
人
よ
り
先
に
、
心
を

込
め
て
」
を
目
標
と
し
て
、以
前
よ
り
、

あ
い
さ
つ
運
動
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
あ
い
さ
つ
を
通
し
て
「
い
じ
め
防

止
」
に
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。
あ
い

さ
つ
運
動
は
平
成
27
年
度
以
降
も
継
続

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

平
成
26
年
10
月
19
日
に
は
、
町
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
い
じ
め
防
止
」
に

関
す
る
児
童
生
徒
参
加
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
、
丸
山
隆
先
生
と

「
せ
せ
ら
ぎ
会
」
に
よ
る
講
演
、
寸
劇

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
方
か
ら

は
、「
い
じ
め
防
止
に
関
し
て
、
自
分

が
何
を
す
る
べ
き
か
深
く
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。」
等
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
充

実
し
た
研
修
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
学
校
で
は
、
従
来
の
縦
割
り
班
に

よ
る
活
動
の
見
直
し
や
工
夫
が
行
わ

れ
、「
い
じ
め
防
止
」
に
向
け
た
親
和

的
な
集
団
づ
く
り
が
す
す
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

児
童
か
ら
は
、「
縦
割
り
班
全
員
が

協
力
し
合
っ
て
楽
し
く
ゲ
ー
ム
が
で

き
、
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
の
で
よ

か
っ
た
で
す
。」
や
、「
上
級
生
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
た
の
で
よ
か
っ
た
で

す
。」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
、
そ
の

後
の
清
掃
活
動
や
日
常
の
生
活
の
中

で
、
仲
良
く
活
動
に
取
り
組
む
姿
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
縦
割
り
班
の
重
要
性
が
認

識
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
市
貝
町
が
行
っ
て
き
た
本

研
究
に
お
い
て
、
成
果
の
あ
っ
た
実
践

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
課
題
に
つ
い

て
は
解
決
し
て
い
く
よ
う
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
市
貝
町
の
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
を
は
じ
め
市
貝
町
全
体
が

「
い
じ
め
の
な
い　

笑
顔
あ
ふ
れ
る
姿
」

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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　芳賀地区エコステーションでは、資源の有効利用とごみ減量化やリサイクルの意識向上のため、
再生品の提供事業を行います。
　これは芳賀地区エコステーションに集められた物（自転車、家具など）の中から、まだ使用で
きるものを選び、修繕後再生品として販売する事業です。

展示場所 芳賀地区エコステーション　１階　多目的ホール
真岡市堀内１８３９番地

申込期間 ４月１日（水）～４月 24 日（金）　午前９時～午後４時

申込方法

　展示されている再生品をご希望の方は、申込受付期間中にご来館のうえ、状態を確
認していただき、申込用紙に必要事項を記入し申し込みを行なってください。
申込み条件は、以下のとおりです。

１．申し込みできるのは、真岡市、益子町、茂木町、市貝町、芳賀町にお住まいの
１８歳以上の方に限ります。

２．申し込みは、１人２点までとします。（品物ごとに用紙に記入ください）
３．申し込みは、来場された本人の申し込みに限ります。
　（来場していない方の代理で申し込むことはできません。）
４．営利目的の方は、申し込みできません。
５．当選した方は、キャンセルできません。また、引き渡した再生品の修理、返品、

払い戻しはいたしません。
６．引き渡した再生品が原因で生じた事故等の責任は負いません。十分に確認を行

なったうえで申し込みをしてください。

抽選方法
当選通知

４月 30 日（木）午前１０時から、多目的ホールで公開抽選を行ないます。
当選者には、個別にご連絡します。

再生品の
引き渡し

引渡期間：５月１１日（月）～５月２２日（金）　午前９時～午後４時
・受け取りの際、申込控えと代金を持参してください。控えを紛失された場合は、運転
免許証など、当選人と確認できるものを持参してください。
・再生品の運搬は、ご自身で行なってください。

　　　　　　　　芳賀地区エコステーション
　　　　　　　　住所　真岡市堀内１８３９〒３２１－４４１２　　☎０２８５－８１－１２４４

お問い合わせ

再生品提供事業の概要

●対象者
　市貝町民
　（男性の参加もお待ちしています）

●持ち物
　筆記用具
　調理実習費 ( その都度集めます )
　米１合（調理実習時）
　エプロン（調理実習時）

●定　員
　２0 名
　（定員になり次第締め切ります）

●内　容
　健康づくりのための講座、料理教室、健
康運動指導士による運動教室、工場見学 ( 食
品関係 ) への参加

●実施期間
　６月～翌年２月予定

町民の方の健康をサポートしませんか？
～食生活改善推進員養成講座のお知らせ～ 

食生活改善推進員の声

　食生活改善推進員は、所定の養成講座を
修了後、地域の食生活改善に関するボラン
ティア活動を行っている全国的な組織です。
　「私達の健康は私達の手で」を合言葉に「食
改」という愛称でボランティア活動を行って
います。親子の食育事業、健康教室など地
域に根差した活動をし、日 「々食」の大切さ
について町民の皆様へ伝達しています。
　会員同士も和気あいあいと、アットホーム
な雰囲気で活動しております。ぜひ、食改の
活動に足を運んでみてください。皆様のご
参加をお待ちしております。　

●申し込み先
５月１１日（月）までに

電話でお申し込みください。

●お問合せ先
健康福祉課　健康づくり係　管理栄養士

☎ 0285-68 －1133

栃木県こども医療費助成制度の変更に伴い、平成 27 年４月診療分より下記のとおり助成方法が変更に
なります。

平成２７年４月現在で未就学児の方には、３月中に新しい受給資格者証を送付いたしますので、４月診
療時から新しい受給資格者証を使用してください。
　なお、加入保険等の変更があった場合は速やかに変更手続きをお願いいたします。
※平成27年３月までにかかった医療費については、これまで通りの助成方法になります。

○現在の制度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○平成 27 年４月以降
年齢区分 助成方法 年齢区分 助成方法

３歳未満 県内医療機関
現物給付

未就学児
県内医療機関
現物給付３歳以上未就学児 芳賀郡市内医療機関

現物給付
小中学生 償還払い 小中学生 償還払い

健康福祉課　健康づくり係　☎６８－１１３３

こども医療費助成制度の一部変更について
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　平成２７年４月１日より、町内を運行している那須烏山市営バス市塙黒田烏山線の停留所に新たに「道

の駅サシバの里いちかい」が追加されます。また、これに伴い、以下のとおり時刻表が一部変更されます。

◆「烏山駅前」発　「市貝温泉」行

現
　
　
行

烏山駅前 8:22 11:15 14:40 16:30 18:15
羽仏 8:45 11:31 15:03 16:46 18:31
続谷 8:48 11:34 15:06 16:49 18:34
市貝町役場 9:03 11:49 15:21 17:04 18:49
市塙駅 9:06 11:52 15:24 17:07 18:52
市貝温泉 ― 11:58 15:30 17:13 ―

変
　
更
　
後

烏山駅前 8:22 11:15 14:40 16:30 18:15
羽仏 8:43 11:29 15:01 16:44 18:31
続谷 8:46 11:32 15:04 16:47 18:34
道の駅いちかい 8:59 11:45 15:17 17:00 ―
市貝町役場 9:03 11:49 15:21 17:04 18:49
市塙駅 9:06 11:52 15:24 17:07 18:52
市貝温泉 ― 11:58 15:30 17:13 ―

◆「市貝温泉」発　「烏山駅前」行

現
　
　
行

市貝温泉 ― ― 13:37 15:37 17:24
市塙駅 7:16 9:23 13:43 15:43 17:30
市貝町役場 7:19 9:26 13:46 15:46 17:33
続谷 7:34 9:41 14:01 16:01 17:48
羽仏 7:37 9:44 14:04 16:04 17:51
烏山駅前 8:00 10:07 14:20 16:27 18:14

変
　
更
　
後

市貝温泉 ― ― 13:37 15:37 17:24
市塙駅 7:16 9:23 13:43 15:43 17:30
市貝町役場 7:19 9:26 13:46 15:46 17:33
道の駅いちかい ― 9:30 13:50 15:50 17:37
続谷 7:34 9:43 14:03 16:03 17:50
羽仏 7:37 9:46 14:06 16:06 17:53
烏山駅前 8:00 10:07 14:20 16:27 18:14

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※注意　・停留所は主な場所を記載しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・木曜日は市貝温泉が定休日のため市貝温泉には乗入れしません。

４月１日より那須烏山市営バスが
「道の駅サシバの里いちかい」を経由します

　　　　　【問合せ先】那須烏山市総合政策課　☎０２８７－８３－１１１２
　　　　　　　　　　  市貝町企画振興課　　　☎０２８５－６８－１１１０

　平成 27 年４月から始まる、「子ども・子育て支援新制度」に合わせ、新制度に
移行する保育所（園）、幼稚園、認定こども園の利用者負担額（保育料）が変更
となります。
　これまで保育料は世帯の所得税額を基礎として決定していましたが、平成 27 年
4 月からは、世帯の住民税の所得割課税額を基礎として決定します。そのため、
収入が前年度と変わらない場合であっても階層が変更となることがあります。

● 幼稚園・認定こども園（教育標準時間認定）●　　　　　

階層区分 階 層 の 定 義 利用者
負担額

第１階層 生活保護世帯 0

第２階層 市町村民税非課税世帯 2,000

第３階層 市町村民税所得割課税額　48,600円未満 6,000

第４階層 市町村民税所得割課税額　48,600円以上　77,100円以下 10,000

第５階層 市町村民税所得割課税額　77,101円以上　97,000円以下 12,000

第６階層 市町村民税所得割課税額　97,001円以上　169,000円以下 13,000

第７階層 市町村民税所得割課税額　169,001円以上　211,200円以下 15,000

第８階層 市町村民税所得割課税額　211,201円以上 20,000

※幼稚園年少から小学校 3年生までの範囲において、最年長の子どもから順に 2人目は上記
　の半額、3人目以降は 0円となります。

● 保育所（園）・認定こども園（保育認定）●

階層区分 階層の定義
4 歳以上 3 歳 3 歳未満

保　　 育
標準時間

保　 育
短 時 間

保　 育
標準時間

保　 育
短 時 間

保　 育
標準時間

保 育
短 時 間

第 1 階層 生活保護世帯 0 0 0 0 0 0

第 2 階層 市町村民税非課税世帯 4,000 3,900 4,000 3,900 5,000 4,900

第 3 階層
市町村民税所得割課税額
48,600 円未満

9,000 8,800 9,000 8,800 12,000 11,700

第 4 階層
市町村民税所得割課税額
97,000 円未満

16,000 15,700 16,000 15,700 20,000 19,600

第 5 階層
市町村民税所得割課税額
169,000 円未満

22,000 21,600 24,000 23,500 28,000 27,500

第 6 階層
市町村民税所得割課税額
301,000 円未満

24,000 23,500 28,000 27,500 35,000 34,400

第 7 階層
市町村民税所得割課税額
397,000 円未満

26,000 25,500 30,000 29,400 40,000 39,300

第 8 階層
市町村民税所得割課税額
397,000 円以上

28,000 27,500 32,000 31,400 45,000 44,200

※小学校就学前の範囲において、最年長の子どもから順に 2人目は上記の半額、3人目以降は 0円となります。

○問い合わせ　こども未来課こども育成係　☎６８－１１１９

平成27年度保育料改定のお知らせ
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栄
光
胸
に
輝
く

　
　
町
長
賞
メ
ダ
ル
授
与
式

マ
ー
ク
は
町
長
賞
メ
ダ
ル
受
賞
者

マ
ー
ク
は
町
長
賞
楯
受
賞
者

　

町
長
賞
メ
ダ
ル
授
与
式
が
２
月
20
日
町
役
場
で
行
わ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
・
文
化
な
ど
の
各
種
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
お
さ
め
た
67
人
に
メ
ダ
ル
と
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

第
9
回
オ
ー
プ
ン
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
全
関

東
空
手
道
選
手
権
大
会　

小
5
女
子
の
部　

優
勝

 

上
野　

耀
子
（
赤
羽
小　

５
年
）

第
42
回
全
労
済
小
学
生
作
品

コ
ン
ク
ー
ル

栃
木
県
コ
ン
ク
ー
ル　

金
賞　

 

秋
田
梨
々
子
（
小
貝
小　

２
年
）

第
15
回
全
国
中
学
校
選
抜
卓
球
大
会　

女
子
団
体
優
秀
校　

第
５
位　

 

榎
並　

梨
加
（
市
貝
中　

３
年
）

 
黒
須　

菜
々
（
市
貝
中　

３
年
）

 

青
木　

優
花
（
市
貝
中　

３
年
）

 

鈴
木
こ
の
み
（
市
貝
中　

３
年
）

 

野
澤　

綺
花
（
市
貝
中　

３
年
）

 

森　
　

ノ
ア
（
市
貝
中　

３
年
）

 

長
野　
　

栞
（
市
貝
中　

３
年
）

 

大
塚　

千
晶
（
市
貝
中　

３
年
）

平
成
26
年
度
栃
木
県
総
合
体
育
大
会

卓
球
大
会

女
子
団
体　

優
勝　

 

谷
口　
　

舞
（
市
貝
中　

２
年
）

 

阿
久
津
陽
香
（
市
貝
中　

１
年
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

優
勝

 

矢
口　

美
稀
（
益
子
中　

３
年
）

全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会 

栃
木
県
大
会

13
歳
以
下
シ
ン
グ
ル
ス　

優
勝

女
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

 

矢
口　

絵
梨
（
益
子
中　

１
年
）

第
19
回
全
日
本
女
子
ユ
ー
ス（
Ｕ
―
15
）

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会　

第
３
位

 
石
川
ち
ひ
ろ
（
市
貝
中　

３
年
）

第
67
回
栃
木
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
大
会

３
年
女
子
走
高
跳
１
位

 

佐
藤　
　

杏
（
市
貝
中　

３
年
）

平成26年度
第
14
回
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会　

金
賞

 

石
川　

七
海
（
市
貝
中　

３
年
）

 

大
関　

杏
奈
（
市
貝
中　

３
年
）

 

北
野　

夕
夏
（
市
貝
中　

３
年
）

 

古
川　

真
朱
（
市
貝
中　

３
年
）

 

星
野
有
希
奈
（
市
貝
中　

３
年
）

 

飯
田　

真
緒
（
市
貝
中　

３
年
）

 

遠
藤
美
沙
希
（
市
貝
中　

３
年
）

 

大
西　

史
展
（
市
貝
中　

３
年
）

 

木
村　

真
子
（
市
貝
中　

３
年
）

 

鴫
原　
　

碧
（
市
貝
中　

３
年
）

 

森
岡　

七
海
（
市
貝
中　

３
年
）

 

飯
田
華
奈
江
（
市
貝
中　

３
年
）

 

小
林
茉
利
江
（
市
貝
中　

３
年
）

 

見
目　

智
菜
（
市
貝
中　

３
年
）

 

町
田　

優
子
（
市
貝
中　

３
年
）

 

髙
久　
　

茜
（
市
貝
中　

３
年
）

 

大
塚
理
央
菜
（
市
貝
中　

３
年
）

 

村
田　

幸
愛
（
市
貝
中　

３
年
）

 

小
林　

菜
摘
（
市
貝
中　

３
年
）

 

塩
澤　

梨
奈
（
市
貝
中　

３
年
）

 

矢
野
布
由
未
（
市
貝
中　

３
年
）

 

髙
橋　

実
来
（
市
貝
中　

３
年
）

 

薄
根　

実
香
（
市
貝
中　

２
年
）

 

中
村　

優
花
（
市
貝
中　

２
年
）

 

園
部　

成
美
（
市
貝
中　

２
年
）

 

篠
崎　

珠
莉
（
市
貝
中　

２
年
）

 

青
木　

理
紗
（
市
貝
中　

２
年
）

 

中
野　

萌
音
（
市
貝
中　

２
年
）

 

古
田
土
結
衣
（
市
貝
中　

２
年
）

 

田
那
邉
未
来
（
市
貝
中　

３
年
）

第
42
回
栃
木
県
学
校
音
楽
祭　

中
央
祭

大
賞
（
金
賞
）　

 

𥱋　

真
優
子
（
市
貝
中　

２
年
）

平
成
26
年
度
栃
木
県
新
人
体
育
大
会

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会　

優
勝　

 

鈴
木　

若
菜
（
市
貝
中　

２
年
）

 

小
堀　

百
花
（
市
貝
中　

２
年
）

 

石
原　

幸
織
（
市
貝
中　

２
年
）

 

長
谷
川
里
紗
（
市
貝
中　

２
年
）

 

豊
田　

明
里
（
市
貝
中　

２
年
）

 

高
井　

京
子
（
市
貝
中　

２
年
）

 

髙
橋　
　

想
（
市
貝
中　

２
年
）

 

石
川　

茉
菜
（
市
貝
中　

２
年
）

 

金
子　

千
紘
（
市
貝
中　

１
年
）

 

水
沼　

珠
梨
（
市
貝
中　

１
年
）

 

永
野　

星
空
（
市
貝
中　

１
年
）

 

横
山　

紗
南
（
市
貝
中　

１
年
）

第
58
回
日
本
学
生
科
学
賞

栃
木
県
展
覧
会　

最
優
秀
賞　

 

宇
梶　

修
一
（
市
貝
中　

３
年
）

 

熊
谷　

鷹
治
（
市
貝
中　

３
年
）

 

澤
畑　
　

嵩
（
市
貝
中　

３
年
）

平
成
26
年
度
関
東
高
等
学
校

ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会　

男
子
個
人
第
２
位　

 

小
林　
　

廉
（
真
岡
北
陵
高　

３
年
）

第
52
回
全
国
高
等
学
校

ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
選
手
権
大
会　

団
体
第
４
位　

 

山
中
美
紗
妃
（
真
岡
北
陵
高　

３
年
）

第
38
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

日
本
音
楽
部
門　

文
化
庁
長
官
賞　

 

菅
俣
あ
り
さ
（
海
星
女
子
高　

３
年
）

 

軽
部　
　

舞
（
海
星
女
子
高　

１
年
）

第
17
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
（
柔
道
）

団
体
第
３
位　

 

熊
代　

祐
輔
（
総
合
警
備
保
障
㈱
）
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町
で
は
現
在
、
平
成
27
年
度
の
集
団

健
診
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
て
、
自

分
の
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

さ
て
今
回
は
、
健
診
結
果
の
見
方
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

①
体
格
指
数
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ
）　

　

Ｂ
Ｍ
Ｉ
は
体
重
÷
身
長
÷
身
長
で
算

出
さ
れ
、
肥
満
度
の
指
標
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
肥
満
学
会
は
Ｂ

Ｍ
Ｉ
の
数
値
25
以
上
を
「
肥
満
」
と
し

て
い
ま
す
。
25
以
上
の
方
は
生
活
習
慣

を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

②
血
圧

　

心
臓
が
収
縮
・
拡
張
す
る
時
に
血
管

に
か
か
る
圧
を
調
べ
ま
す
。
血
圧
が
高

い
状
況
が
続
く
と
、
血
管
が
破
れ
た
り

詰
ま
っ
た
り
し
て
様
々
な
病
気
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
血
圧
が
高
く
て
も
、
無

症
状
な
こ
と
が
多
い
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

③
脂
質
代
謝

　

脂
質
異
常
症
を
み
る
検
査
で
す
。
脂

質
異
常
症
は
、
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ
た
血

液
成
分
が
血
管
壁
に
入
り
込
ん
で
血

管
壁
を
厚
く
し
た
り
、
厚
く
な
っ
た
血

管
壁
が
破
裂
し
て
、
血
液
の
流
れ
を
阻

害
す
る
病
気
で
す
。
予
防
の
た
め
に
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動

を
す
る
、
脂
っ
こ
い
物
を
摂
り
す
ぎ
な

い
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
べ
物

（
卵
・
肉
の
脂
身
、
イ
カ
・
エ
ビ
）
や

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
生
成
し
や
す
い
食

べ
物
（
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、
イ
ン
ス
タ
ン

ト
麺
）
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

③
糖
代
謝

　

血
液
中
の
「
糖
」
が
増
え
す
ぎ
る
高

血
糖
は
、
進
行
す
る
と
体
中
の
血
管
を

傷
つ
け
、
糖
尿
病
や
様
々
な
合
併
症
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
予
防
の
た
め
に
、

血
糖
値
の
上
が
り
に
く
い
野
菜
→
主
菜

→
主
食
の
順
で
食
べ
る
、
食
事
の
間
隔

を
空
け
す
ぎ
る
と
一
気
に
血
糖
値
が
上

昇
す
る
の
で
食
事
の
間
隔
を
空
け
す
ぎ

な
い
、
と
く
に
夜
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
の
健
診
結
果
で
は
、
基
準
値
よ
り

高
い
値
は
「
赤
」
で
、
精
密
検
査
が
必

要
な
項
目
は
「
要
精
密
検
査
」
と
記
載

さ
れ
、
紹
介
状
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

結
果
と
一
緒
に
紹
介
状
が
送
付
さ
れ

た
場
合
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
精
密
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
併
せ
て
、
生

活
習
慣
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

（336）

生活習慣病の
重症化を
防ごう！

　

サ
シ
バ
の
里
協
議
会（
関
澤
昭
会
長
）

は
、
2
月
21
日
、
道
の
駅
を
会
場
に
新

商
品
の
お
披
露
目
、
試
食
販
売
会
を
行

　

２
月
28
日
に
第
一
回
市
貝
町
交
通
安

全
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
が
交
通

事
故
ゼ
ロ
を
願
っ
て
、
芳
賀
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
市
貝
町
シ
ル
バ
ー
ド

ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
が
中
心
に
な
り
、
町

内
に
住
む
人
や
通
勤
し
て
い
る
人
を
対

象
に
商
工
会
、
自
治
会
、
交
通
安
全
協

会
、
小
中
学
校
教
諭
や
警
察
の
協
力
を

得
て
、
20
代
か
ら
80
代
ま
で
の
幅
広
い

年
齢
層
の
方
達
１
０
７
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

３
月
10
日
、
役
場
町
民
ロ
ビ
ー
に
て

町
自
衛
隊
父
兄
会
主
催
に
よ
る
、
平
成

27
年
度
自
衛
隊
入
隊
予
定
者
２
名
の
激

励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
夢
と
希
望

に
燃
え
る
若
者
の
決
意
を
称
え
、
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
14
日
、
15
日
の
二
日
間
、
芝
ざ

く
ら
公
園
で
芝
ざ
く
ら
苗
の
植
栽
が
行

わ
れ
、
町
民
や
高
校
生
な
ど
１
５
０
名

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

真
岡
北
陵
高
校
か
ら
は
63
名
、
益
子

芳
星
高
校
か
ら
は
17
名
の
教
師
・
生
徒

が
参
加
し
、
地
元
の
人
た
ち
と
の
交
流

を
楽
し
み
な
が
ら
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
４
月
か
ら
行
わ
れ
る
芝
ざ
く
ら

ま
つ
り
は
今
年
で
10
周
年
の
節
目
を
迎

え
る
こ
と
も
あ
り
、
例
年
の
倍
の
10
万

株
を
補
植
し
ま
し
た
。

　

３
月
15
日
に
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ

た
松
井
キ
ミ
さ
ん
を
入
野
町
長
が
訪
問

し
、
家
族
や
杉
の
樹
園
の
ス
タ
ッ
フ
と

長
寿
の
お
祝
い
を
し
ま
し
た
。

　

真
面
目
で
穏
や
か
な
性
格
で
、
若
い

頃
は
裁
縫
が
趣
味
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

体
が
丈
夫
で
、
医
者
に
か
か
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
と
い
う
キ
ミ
さ
ん

は
、
90
歳
に
な
る
ま
で
畑
仕
事
を
し
て

体
を
動
か
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
。

新
商
品
お
披
露
目
会
実
施

第
一
回
市
貝
町
交
通
安
全

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催

自
衛
隊
入
隊
予
定
者

激
励
会
開
催
!!

芝
ざ
く
ら
公
園
で

植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

松
井
キ
ミ
さ
ん
１
０
０
歳

い
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
都
市
と
農
村
の
交
流

事
業
や
６
次
産
業
化
事
業
を
展
開
し
て

お
り
、
地
域
の
素
材
を
生
か
し
た
新
商

品
の
開
発
も
そ
の
一
環
と
し
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
試
食
・
販
売
を
行
っ
た
の

は
、
地
元
産
の
洋
梨
（
ル
レ
ク
チ
ェ
）、

酒
粕
を
使
っ
た
２
種
類
の
パ
ウ
ン
ド

ケ
ー
キ
で
す
。
ど
ち
ら
の
商
品
も
好
評

で
、
用
意
さ
れ
た
約
１
０
０
人
分
の
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
は
、
１
時
間
ほ
ど
で
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
の
製
作
を
進

め
、
４
月
以
降
、
道
の
駅
等
で
販
売
す

る
予
定
で
す
。

　

表
彰
式
で
は
、
代
表
者
が
交
通
事
故

「
０
」
宣
言
を
読
み
上
げ
、
参
加
者
全

員
が
交
通
事
故
防
止
に
努
め
る
こ
と
を

誓
い
ま
し
た
。

　

本
大
会
に
は
、
町
内
の
事
業
所
等
多

数
か
ら
賛
同
を
得
て
協
賛
品
が
寄
せ
ら

れ
、
参
加
者
か
ら
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
益

金
は
、
交

通
事
故
防

止
広
報
に

活
用
す
る

た
め
入
野

町
長
に
贈

呈
さ
れ
ま

し
た
。

芝ざくらまつり

問い合わせ　市貝町企画振興課地域振興係
　　　　　　☎（６８）１１１８

　今年で開園 10 周年を迎える「市貝町芝ざく
ら公園」では、市貝町民の皆様へ感謝の意を込
めまして、無料駐車券を発行いたします。
駐車券は、別添の町政こよみ下段に掲載されて
おりますので、是非ご利用いただき、目の前に
広がる芝ざくらのジュウタン、展望台からの
360 度のパノラマをお楽しみ下さい。
期間：４月 11 日（土）～５月 10 日（日）
場所：芝ざくら公園　市貝町見上６１４－１
　　　☎（６８）４８３９

有料駐車場

普通車 　　 　５００円
バス　　　２，０００円
マイクロ　１，０００円
バイク　　  　２００円

※芝ざくらまつり期間中のみ有料となります。
※駐車料金は公園清掃、管理費用につかわれています。
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生涯学習・スポーツ
図書館・歴史民俗資料館

教育・文化・スポーツ

 4月の予定5 月4 月

4 月の公民館休館日

April
４/１（水）平成27年度城見ヶ丘大学教室・講座申込み開始

（中央公民館　AM9:00～）
４/25（土） 平成27年度城見ヶ丘大学教室・講座申込み締切

（中央公民館　PM5:00まで）

６日（月）、１３日（月）、２０日（月）、２７日（月）

２　月

7,347

4,133

館長一押しの一冊�
「生きている。ただそれだけで、ありがたい。」

著・新　井　　　満

　19歳で大病を患い、死の淵にあった著者。奇跡的に
取り戻した命の時間で「生」と「死」を見続け、辿り
着いた人生の真実・幸福の原点が、今、ここに甦りま
す。生きるか死ぬか迷ったら、迷わず生きる方を選び
なさいと力説。平成１７年度レコード大賞・作曲賞を
受賞した「千の風になって」の著者が贈る感動のエッ
セイです。さあ！手にとって読んでみてください。

4月の予定
●図書館で一緒に遊びましょ！10:30 ～

　～土曜日の１０時半は図書館へ集合～

♥  ４日（土）　ちぎって貼って、桜のカード作り
♦１１日（土）　たいせつなこと
♣１８日（土）　むかしばなしでクイズ
♠２５日（土）　絵本をよんでポップをかいてみよう！

開館時間　AM９：3０～PM７：００

1 2

3 4 5 6 7 8 9

 10 11 12 13 14 15 16

 17 18 19  20 21 22 23

24 25  26  27 28 29 30

31

1 2 3 4

5 6 7 8 9  10 11

12 13 14 15 16  17 18

19  20 21 22 23 24 25

 26  27 28 29 30
昭和の日

憲法記念日 みどりの日 こどもの日 振替休日

月末資料整理日

町立城見ヶ丘大学　新設講座の紹介

生涯学習振興大会開催

　平成２７年度町立城見ヶ丘大学は、３期４年目がスタートします。７つの新規講座を含め、３６講座を開設する
予定です。
　教室・講座の受講申し込みは４月１日（水）～４月２５日（土）までに中央公民館へお申込みください。

　平成２６年度生涯学習振興大会が２月２１日（土）町民ホールで開催され、約２５０人が参加しました。この大会は、
町立城見ヶ丘大学の教室・講座の合同閉講式を兼ねて毎年開催されています。第３期３年目で１００単位以上の単
位を取得した受講生に、学長から単位取得認定証が交付されました。
　その後、とちぎ未来大使でシンガーソングライター・えりのあさんによるミニライブが行われました。ゲスト
にとちまるくん、サシバのサッちゃんも登場し、ステージで子どもたちと踊り、楽しい時間を過ごしました。

○単位取得認定証交付者（敬称略）
　４００単位　　磯　　澄子
　３００単位　　澤村　イツ、齊藤　延子、仁平　登美
　２００単位　　野口惠美子、髙嶋らん子、金子　敦子、
　　　　　　　　髙橋ミツイ、塩田　　富、添田マツ子、
　　　　　　　　木村　久子、仲山美代子、河俣　恭子
　１００単位　　小森　マリ、小峰　サタ

・はじめてのマウス講座
　「マウス操作はパソコンを使いこなす第一歩！」
楽しみながらマウス操作を練習しましょう
・川柳教室
　「しもつけ文芸」の選者、篠﨑醉月先生から川柳
の素晴らしさを学びましょう
・シルバーアクセサリー
　銀粘土を使ってオリジナルのアクセサリーを作
ります
・日本茶ソムリエによる日本茶教室
　日本茶ってこんなに奥深い！お茶とお菓子を味
わいながら淹れ方などを学びましょう

「本はキラキラ万華鏡」
期間：４月２３日～５月１２日

【こどもの読書週間】関連イベント
●ダンボの会のおはなし会
　４月２６日（日）　１０：３０～１１：３０
●「本の木」本を読んで夢の花を咲かせよう

　みんなのオススメの本をポップにかいて
紹介してもらいます

●図書館博士講座
　図書館クイズやバックヤード見学をして

図書館博士になろう！
　４月２９日　１１：００～

　１月に実施したアンケートの結果を４月１日より
図書館ホームページへ掲載します。また、皆様
からのご意見ご要望に関しましてはスタッフが回
答を添え館内にて掲示しますので、ご覧ください。
　アンケート実施期間以外にも何かありましたら
お気軽にスタッフへお知らせください。

　雑誌の購入代金を負担していただき、その雑
誌の最新号に企業名と広告チラシを表示し、
ＰＲと貢献活動の周知をさせていただく雑誌スポ
ンサー制度がはじまりました。ご協力いただくこと
により図書館でより多くの雑誌を提供することがで
きます。スポンサーは随時募集していますので、
よろしくお願いいたします。

　収蔵展「資料館のお宝」開催予定
　４月２５日（土）～５月３１日（日）

2015年 第５7回

こどもの読書週間

アンケートにご協力ありがとうございました

雑誌スポンサー制度のお知らせと募集

歴史民俗資料館

・親子教室～里山で遊ぼう！元気キッズ～
　自然がいっぱいの里山で、親子で元気に遊びましょう
・親子教室～あかちゃんサロン～
　子育ての悩み、心配事…気楽に話せる仲間を作りま
しょう
・アンギン編み体験
　縄文時代からある編み方でコースターを作りま
しょう

　各教室・講座の詳細につきましては、募集チラシや
ガイドブックをご確認ください。
問い合わせ：中央公民館　☎６８－００２０

新 設 講 座 の 紹 介

書架と雑誌の両面に

企業名を表示
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出産準備手当の支給開始について
　市貝町では「次世代を担う子どもたちが健やかに育ち、安心して子どもを産み育てることが
できる町づくり」を目指し、妊娠中のお母さんに「出産準備手当」の支給を開始します。
●対象者（４月１日以降に①、②の両方に該当する方が対象です。）
　①市貝町内に住所を有する妊娠 22 週を経過した妊婦
　②町税等の滞納のない方
●手当の額
　胎児一人につき　３０，０００円
●申請に必要なもの
　・母子健康手帳 ( 写しをいただきます。)
　・町税等完納 ( 非課税 ) 証明願
　・妊婦本人の通帳・印鑑
●申請窓口　
　健康福祉課　健康づくり係（７番窓口）
　※注意：申請は妊娠 22 週を経過してから出産前にお願いします。
　　出産後の申請は手当の支給対象外になります。

●問い合せ
　健康福祉課　健康づくり係　☎６８－１１３３

　子育て中の親子の交流や情報交換の場、保護者が子ども達を安全に遊ばせながらホッとひと
息つけるつどいの場所にしていきたいと思っています。その他、学びの場として各種講座やお
でかけサロン、自然体験活動も行っています。

○たんぽぽひろば
　月～金曜日（祝日は除く）　毎日開放
　午後２時３０分～午後５時

○イベントひろば
　水曜日　午前１０時～午後１時

○ベビーマッサージ
　水曜日　午前１１時～午前１２時
　月４回コース　１回１，０００円

○申し込み・問い合わせ　　
　特定非営利法人子育てネット羽ばたき　〒３２１－３４０４市貝町大字続谷１１４３－３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 090（3533）6521　FAX 0285（81）7077
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail：habataki_ichikai_0_100@yahoo.co.jp

NPO 法人

に遊びに来てね！

いちかい子育てネット羽ばたき

○サシバの里で発見 ! 体験 ! 感動 !
　（毎月１回週末に開催予定の体験型イベント）

４月の予定 稲の種まき「ご飯」の始まりを知る

５月 たけのこ掘り　竹パン作り

※別途参加費・材料費がかかります。

羽ばたき利用料（1 年間） 1 家族　1,000 円

　

市
貝
町
で
、
た
っ
た
一
つ
の
中
学

校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
三

田
校
長
指
導
の
下
、
日
本
一
の
あ
い

さ
つ
運
動
に
取
り
組
ま
れ
、
町
外
の

お
客
様
は
立
派
な
中
学
生
と
と
て
も

評
判
の
よ
い
中
学
生
で
し
た
。
卒
業

生
徒
数
は
１
１
６
名
で
、
統
合
し
た

私
の
こ
ろ
と
比
べ
、
70
人
余
り
も
減
っ

て
し
ま
い
、
人
口
減
少
の
あ
お
り
を

ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま
し
た
。

　

卒
業
式
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
感
謝
・

希
望
・
飛
翔
」
の
三
つ
で
し
た
の
で

こ
れ
に
合
わ
せ
て
お
話
し
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
感
謝
」
で
は
二

つ
の
感
謝
を
お
話
し
い
た
し
ま
し
た
。

一
つ
は
親
に
対
す
る
感
謝
で
す
。
世

の
中
が
株
安
だ
円
安
だ
と
金
も
う
け

で
沸
騰
し
て
る
中
で
、
対
価
を
払
わ

な
い
で
も
凍
て
つ
く
寒
空
の
下
、
車

の
暖
房
を
一
杯
に
つ
け
て
温
か
く
迎

え
て
く
れ
る
親
が
い
る
。
経
済
学
の

原
理
に
背
反
す
る
無
償
の
愛
を
、
親

の
姿
を
通
じ
て
学
ん
だ
は
ず
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
町
で
唯
一
の
中
学

校
と
い
う
こ
と
で
町
民
の
期
待
を
一

身
に
受
け
、
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

の
下
精
一
杯
指
導
し
て
く
れ
た
先
生

に
対
し
て
で
す
。

　

次
に
「
希
望
」
に
つ
い
て
は
、
明

治
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
福
沢
諭
吉
の
「
学

問
の
す
ゝ
め
」
の
一
節
「
天
は
人
の
上

に
人
を
造
ら
ず
、
人
の
下
に
人
を
造
ら

ず
」
を
引
用
い
た
し
ま
し
た
。
福
沢
家

は
大
分
県
中
津
藩
の
下
級
武
士
で
し
た

が
、
藩
主
奥
平
家
は
元
宇
都
宮
藩
の
領

主
で
、
藩
を
二
分
し
て
茂
木
町
の
深
沢

を
拠
点
に
江
戸
で
敵
討
を
挙
行
し
た
た

め
に
、
九
州
に
移
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
奥
平
家
は
武
門
の
譜
代
大
名
で

あ
っ
た
た
め
身
分
統
制
が
厳
し
く
、
父

百
助
は
有
能
で
し
た
が
出
世
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
諭
吉
は
、
身
分
を
親
の
敵

と
う
そ
ぶ
き
な
が
ら
学
問
に
精
励
し
、

慶
應
義
塾
を
創
立
し
ま
し
た
。
こ
う
し

て
生
ま
れ
や
門
地
に
か
か
わ
ら
ず
、
学

問
一
つ
で
身
を
立
て
ら
れ
る
こ
と
を
世

に
証
明
し
て
み
せ
た
の
で
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
ア
ラ
ゴ
ン
が
「
教

え
る
こ
と
は
希
望
を
語
る
こ
と
、
学
ぶ

こ
と
は
誠
実
を
胸
に
刻
む
こ
と
」
と
う

た
う
よ
う
に
、真
理
や
真
実
を
探
求
し
、

夢
と
希
望
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
と
激
励

し
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
飛
翔
」
で
す
が
、
世
界
一

の
サ
シ
バ
の
子
育
て
の
町
に
ふ
さ
わ
し

く
サ
シ
バ
の
よ
う
に
雄
々
し
く
飛
び
立

ち
、
将
来
再
び
サ
シ
バ
が
戻
っ
て
く
る

よ
う
に
市
貝
町
に
帰
っ
て
き
て
下
さ
い

と
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
こ
そ

が
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
最
も
身
近

で
速
効
性
の
あ
る
方
策
で
あ
る
と
確
信

す
る
か
ら
で
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、

再
び
成
人
式
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。
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二
月
受
付
分出

　
生 （
敬
称
略
）

住
所　

  

氏　

名　

  

保
護
者
名

市
塙　

寺
田　

光り

駈と　

明　

男
恵　

市
塙　

塩
澤
菜な

津つ

美み　

和　

也

美　

沙

上
根　

関
根　

弘ひ
ろ

人と　

大　

樹

美
由
紀

市
塙　

仲
田　

創そ
う

哉や　

敦　

史

理　

香

町の人口
3 月１日現在

　男	 6,162	（6,202）

　女	 5,981	（6,034）

　計	 12,143（12,236）

世帯数	 4,266	（4,232）

（	）内は昨年の同月

〔住民基本台帳〕

22

婚 

姻 

　 （
敬
称
略
）

　

住　

所　

    

氏
名

　

市　

塙　

小　

林　

慶　

大

　
宇
都
宮
市　

町　

田　

有　

加

　

市　

塙　

梅　

田　

暁　

良

　

市　

塙　

寺　

道　

未　

穂

お
詫
び
と
訂
正

　

２
月
25
日
発
行
の
「
広
報
い

ち
か
い
３
月
号
」
の
「
お
く
や

み
」
欄
に
お
い
て
、
誤
り
が
ご

ざ
い
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。

誤杉
山　

園
部　

菊
次
さ
ん　

87
歳

              

↓

正　杉
山　

園
部　

菊
次
さ
ん  

93
歳

（
敬
称
略
）

 

住 

所　

    

氏
名　

年
齢

市　

塙　

大
塚　

モ
ト　

85
歳

杉　

山　

髙
木
マ
ツ
エ　

98
歳

田
野
辺　

長
野　

政
枝　

100
歳

市　

塙　

髙
久　

允
子　

81
歳

　

川　
　

柳 

「
新
緑
」　

 

市　

塙　

飯
田　

資
雄　

選

新
緑
へ
爺
婆
競
う
古
稀
の
足　

 

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

新
緑
に
映
え
る
社
の
八
重
桜 

石　

下　

馬
込　

滋
紀

新
緑
の
甘
い
香
り
に
誘
わ
れ
て 

刈
生
田　

渡
辺　

時
雄

新
緑
に
な
っ
て
山
々
勝
気
づ
く 

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

妻
誘
い
新
緑
の
山
ハ
イ
ク
す
る 

市　

塙　

高
根
沢
高
行

日
を
浴
び
て
木
々
の
芽
の
び
て
目
を
い
や
す 

市　

塙　

髙
木　

眞
佐

里
山
へ
青
葉
若
葉
の
陽
の
光 

市　

塙　

飯
田　

礼
子

題
予
告
五
月
号 

「
雑
魚
」 

六
月
号 

「
青
田
」 

締
切
り
は
毎
月
五
日
で
す
。

　

短　

  

歌　

 

椎　

谷　

小
堀　

宮
子　

選

市　

塙　

平
澤
ト
ミ
子

言
わ
ず
と
も
語
り
合
わ
ず
も
温
み
有
り
見
え
隠
れ
し
て
六
十
余
年

市　

塙　

永
嶋　

靜
江

電
話
よ
り
病
む
妹
の
細
き
声
屋
根
打
つ
雨
に
聞
き
と
り
が
た
し

市　

塙　

仲
山
美
代
子

初
節
句
祝
い
て
曾
孫
抱い
だ

き
寄
せ「
う
れ
し
い
ひ
な
祭
り
」歌
い
贈
り
ぬ

市　

塙　

木
村　

久
子

体
調
を
崩
し
食
事
も
ま
ま
な
ら
ず
土
鍋
の
粥
の
湯
気
を
見
つ
め
る

赤　

羽　

五
月
女　

修

新
春
に
農
業
調
査
で
集
落
の
久
し
き
人
等
と
会
話
が
弾
む

市　

塙　

苔
野　

一
郎

今
の
世
が
二に

下げ

天て
ん

な
ど
と
知
ら
ず
し
て
信
長
公
は
黄よ

泉み

の
国
な
り

市　

塙　

髙
根
沢
高
行

ひ
な
か
ざ
り
節
句
過
ぎ
て
も
仕
舞
わ
ず
に
孫
が
手
許
に
長
く
居
て
欲
し

市　

塙　

髙
木　

眞
佐

孫
帰
り
障
子
に
花
び
ら
切
り
張
り
し
春
め
く
日
差
し
に
静
け
さ
も
ど
る

笹
原
田　

枝
川
由
紀
子

詠
み
か
け
の
短
歌
仕
上
げ
ん
と
ペ
ン
持
て
ど
こ
た
つ
の
温
み
に
し
ば

し
微ま
ど
ろ睡
む

杉　

山　

平
野　

宮
子

春
野
菜
日
差
し
温
も
り
草
抜
き
て
成
長
促う
な
がす
や
わ
き
土
寄
す

　

俳　

 

句　

 

杉　

山　

髙
木　

昭
一　

選

う
め
桜
撩
乱
吹
雪
に
わ
れ
進
む 

  

市　

塙　

髙
木
マ
サ
子

亡
き
両お

親や

の
墓
に
た
た
ず
む
彼
岸
か
な 

 

市　

塙　

豊
田　

功
剣

祭
壇
に
お
内
裏
様
が
威
厳
そ
う 

　
　
　

赤　

羽　

飯
村　

路
風

一
箸
の
蕗
味
噌
そ
え
る
粥
の
椀 

市　

塙　

杉
山　

紀
美

廃
校
の
尊
徳
像
や
風
光
る 

赤　

羽　

永
山　

青
楓

人
を
待
つ
市
塙
駅
は
春
の
風 
市　

塙　

髙
木　

ワ
カ

夜よ

半わ

の
雨
静
か
に
春
を
招
く
音 
市　

塙　

深
澤　

八
十

㐂
寿
祝
い
春
風
向
か
い
八
十
路
坂 

　
　
　

刈
生
田　

渡
辺　

時
夫

春
待
て
り
母
の
笑
顔
も
日
々
増ま

せ
り 

市　

塙　

髙
根
沢
高
行

吹
き
溜
め
に
菫す
み
れ花
咲
く
山
の
墓 

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

ひ
な
ま
つ
り
お
や
つ
は
甘
酒
ひ
な
あ
ら
れ 

笹
原
田　

秋
葉　

照
風

三
月
の
陽
光
眩ま

ぶ

し
身
も
軽
く 

 

赤　

羽　

小
塙　

翠
梢

九
ヶ
年
学
び
し
友
も
そ
れ
ぞ
れ
に 

 市　

塙　

髙
木　

正
子

春
雨
に
蠢う
ご
めき
初
む
る
山
の
色 

田
野
辺　

雅　
　

翠　

こ
の
池
に
生
々
し
く
や
蝌か

蚪と

の
紐 

　
　
　

続　

谷　

軽
部　

悦
子

下し
た

萌も
え

や
サ
ン
ダ
ル
に
着
く
黒
き
泥 　
　
　
　

杉　

山　

髙
庄　
　

健

毛
糸
編
む
吾
に
寄
り
来
て
猫
眠
る 

　
　
　

市　

塙　

橋
本　

フ
ミ

春
う
ら
ら
会
話
が
は
ず
む
道
の
駅 

上　

根　

谷
口　

弘
子

道
草
や
紅
梅
愛め

で
て
里
日
和 

　
　
　

市　

塙　

小
林
み
さ
を

ク
ロ
ッ
カ
ス
花
に
昔
の
恋
の
色 

杉　

山　

髙
木　

昭
一

※
俳
句
の
締
切
り
は
毎
月
十
日
必
着
で
す
。ご
協
力
く
だ
さ
い
。［
選
者
］

平成27年度「協会けんぽ」の 
保険料率のお知らせ

●中小企業で働く方やそのご家族が加入して
いる健康保険 「協会けんぽ栃木支部」 の健康
保険料率は据え置きですが、介護保険料率が
平成２７年５月納付分より現行の１．７２％から
１．５８％へ引き下げになります。

詳しい内容は

http://www.kyoukaikenpo.or.jp/
でご確認ください。

▼問い合わせ

全国健康保険協会栃木支部
（協会けんぽ）

☎０２８（６１６）１６９１

土
地
・
家
屋
価
格
等
の

縦
覧
の
お
知
ら
せ

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
自

分
の
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の

評
価
額
に
つ
い
て
、
町
内
の
他

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比

較
で
き
る
よ
う
、
土
地
・
家
屋

価
格
等
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り

実
施
い
た
し
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
～
６
月
１
日

　
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
15
分

　
（
木
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

▼
縦
覧
場
所

　

税
務
課
窓
口

▼
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課
町
税
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
２

栃
木
県
医
師
会
修
学
資
金

利
用
者
募
集
の
案
内

　

こ
の
制
度
は
、
将
来
、
産
科

医
と
し
て
栃
木
県
の
地
域
医
療

に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
志
を

持
っ
た
医
学
生
を
対
象
に
修
学

資
金
を
貸
与
す
る
も
の
で
、
大

学
卒
業
後
、
栃
木
県
職
員
と
し

て
県
内
の
公
的
医
療
機
関
等
で

一
定
期
間
、
産
科
医
と
し
て
業

務
に
従
事
す
る
と
そ
の
返
還
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

▼
募
集
期
限

　

平
成
27
年
５
月
８
日（
金
）ま
で

▼
応
募
資
格

　

全
国
の
医
学
生
（
平
成
27
年

４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
第

４
学
年
か
ら
第
６
学
年
ま
で
に

在
学
す
る
学
生
に
限
る
）

▼
募
集
人
員

　

産
科　

４
名
程
度

▼
貸
与
金
額

　
月
額
35
万
円（
年
額
４
２
０
万
円
）

▼
貸
与
期
間

　

原
則
と
し
て
、
貸
与
決
定
の

年
か
ら
在
学
す
る
大
学
の
正
規

の
修
業
年
限
ま
で

▼
返
還
免
除

　

次
の
２
つ
の
条
件
を
満
た
し

た
場
合
に
修
学
資
金
の
返
還
を

免
除
し
ま
す
。

①
初
期
臨
床
研
修
を
栃
木
県
内

で
実
施

②
産
科
医
と
し
て
、県
の
指
定
す

る
公
的
病
院
等
に
修
学
資
金
貸

与
年
数
の
１・５
倍
の
期
間（
初
期

臨
床
研
修
期
間
を
除
く
）勤
務

▼
応
募
手
続

　

募
集
期
間
内
に
申
請
書
類
を

下
記
ま
で
郵
送
（
５
月
８
日
消

印
有
効
）
ま
た
は
持
参
。
申
請

書
類
等
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ

か
、
下
記
に
ご
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
郵
送
い
た
し
ま
す
。

▼
審
査
方
法

　

書
類
審
査
と
面
接
審
査
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。
面
接
審
査
は

５
月
23
日
（
土
）
に
実
施
予
定

で
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
と
ち
ぎ
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー

　

〒
３
２
０ 

― 

８
５
０
１

　
宇
都
宮
市
塙
田
１ 

― 

１ 
― 
20

　

栃
木
県
保
健
福
祉
部
医
療
政

　

策
課
内

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
１
４
５

情報
交 差 点



４
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406

24

海
かい

斗
と

くん
（６歳）

海
み

月
つき

ちゃん
（３歳）

お父さん　小林　義明さん　お母さん　真理子さん
（後大久保）

　春から小学１年生になるお兄ちゃん♪友だち100人
出来るかな☺けんかばかりだけど、仲良しきょうだい
です。これからも元気に大きくなってね。

木綿豆腐 ……………150ｇ
長ネギ ……1/2 本（50g）
にんじん …1/2 本（75g）
小松菜 ……1/2 束 (200g)
ごま油 ……………大さじ２
スキムミルク ……大さじ１
溶けるチーズ …………40g
卵 ……………………１個

材料（４人分）

〈作り方〉

〈食改さんのおすすめポイント〉

①豆腐は水切りし、一口大にちぎる。長ネギは斜め切り、にんじんは短冊切
り、小松菜は５㎝幅に切る。
②フライパンにごま油を熱し、豆腐を焼き付ける。空いている部分でねぎ、
にんじんを炒める。
③豆腐がきつね色になり、野菜がしんなりしたら塩、こしょうで味を調え
る。小松菜を加えてさらに炒め、色が変わったら、スキムミルクとチーズ
を入れる。
④卵を溶き③に回し入れて、半熟状になったら火を止める。

〈１人分の栄養価〉 エネルギー
132kcal

塩分
0.8g

食改さんの レシピ食改さんの レシピ 25

所要時間
20分

・このひと皿で一日に必要なカルシウムの約1/3量が摂取できます
(227mg)。
・チーズの旨みとスキムミルクのコクで、塩分控えめでも美味しく食べら
れます。
・キャベツ、玉ネギ、にらなど季節の野菜でアレンジしてみましょう。

市貝町防災行政メールの
登録はこちらから
防災行政無線の放送が聞き取れなかったときには
 ☎６８－２３６６（ニサンガロクロク） 
　　　　　　　  総務課消防交通係  ☎６８－１１１１問い合わせ

226

市貝町太陽光発電事業導入
　４月から役場に採用になり、生涯学習課で働きはじめて
もうすぐ１年。いつも明るく爽やか笑顔、元気なあいさつ
がトレードマーク！子どもたちにもお年寄りにも大人気で
す、「サシバは歌うよ」のダンスのお兄さん、今後もその
活躍に期待しています！

　市貝中学校に引き続き、役場庁舎の屋上にも太陽光発
電システムを２月に導入しました。太陽の自然エネルギー
を利用して発電を行うシステムで、設置事業費はグリー
ンニューディール基金を活用しました。

三村　典弘さん
（文谷）

推薦者　片岡　美沙紀さん

PickUp
!


